
 

 

１ 定着状況についての概要 

２年 
〇基礎は目標値とほぼ同じ点数が取れているため、概ね定着していると

いえる。 
３年 

〇正答数に関しては目標値、前年度の平均値ともに低い。特に、応用力に

関してはかなり落ち込んでいる。 

４年 
〇説明文の読み取り問題は目標値を上回っており、定着がうかがえる。 

○漢字の書き取りや文章を書く問題は目標値を大きく下回っている。 
５年 

〇「知識・技能」「思考・判断・表現」はともに目標値を下回っている。 

６年 
〇文章の読み取り問題は目標値を上回っている。一方で、漢字を書く、敬

語の理解と使い方、文章を書く問題は目標値を下回っている。 
７年 

〇昨年度は下回った目標値を、今年度は基礎・活用共に上回っている。 

〇実生活に基づいて想像しやすい内容に比べ、文学的な文章を読み取る

ことが苦手である。 

８年 
〇「漢字を書く」「情報を理解する」「文章を書いたり改善したりする」こと

において正答率が目標値を下回っている。 
９年 

〇「書くこと」において目標値を１０ポイント以上下回っている。 

２ 具体的な課題 

２年 
〇情報の扱い方に関する事項は目標値より 12％低い。書くことに関して

目標値より１７％低い。よってこの２点が主に課題になるといえる。 
３年 

〇文章の書き取り 

○漢字の書き取り 

４年 
〇文脈に沿った、漢字の書き取り。 

○相手や目的を意識し、自分の考えや理由を明確にした作文を書く。 
５年 

〇文章において、自分の考えとそれを支える事例との関係を明確にする。 

〇自分の考えを明確にして文章にする。 

６年 
〇特に「書くこと」の能力が、十分に身に付いていない。 

〇自分の考えを文章化することに課題がある。 
７年 

〇「言葉の特徴や使い方に関する事項」「書くこと」の能力が十分に身に付

いていない。 

〇「文法・語句」「文章を書く」ことに課題がある。 

８年 
〇「漢字を書くこと」「文章を書くこと」に関して、力の定着が不十分であ

る。 
９年 

〇「書くこと」において３割が無回答である。 

３ 課題の原因として考えられること 

２年 
〇文章をよく読む習慣がない。文章を書く習慣がなかった。 

３年 
〇文章の書き取りに関しては、時間が足りなかった。（無回答が多い） 

○漢字の書き取りに関しては、漢字を書く機会の減少。 

４年 
○漢字の読み書きが定着していないこと。 

○文章を書くことに対して苦手意識が強いこと。（無回答が多い） 
５年 

〇語彙の習得が少ないため文章力が低下している。 

〇ＩＣＴ活用をするため、文章を書くことへの経験が減っている。 

６年 
〇ICT 機器を使っての学習が増えているため、文章を書く機会や既習の

漢字を繰り返し使う場面が減っている。 
７年 

〇ICT機器を使うことが増え、文章を書く機会が減っていること。 

〇さまざまな文章に触れる機会が少なく、身に付けている語彙が少ない

こと。 

８年 
〇新出漢字として出てきた熟語以外に、同じ漢字を使った別の熟語を想

起したり文章に活かしたりする経験が少ない。 
９年 

〇「書くこと」に対する苦手意識が非常に高い。ICT 機器やメディアの変

化により、まとまった文章を書く機会が減っており、苦手意識が高い。 

４ 課題解決のための方策 

２年 
〇読書などできちんと文章を読む習慣を身に付けさせる。文章をよく読

むように指導する。日記の宿題を継続して出し、文章を書く習慣を身に付

けさせる。 

３年 
〇漢字テストや宿題等を使用して漢字を書く回数を増やす。 

〇学習のふり返りを書くなど、自分の考えを書く機会を増やす。 

４年 
○週末の作文など文章を書く活動を通して、漢字の読み書きの定着や表

現力向上を目指す。文章構成の型を示すことで、取り組みやすくする。 
５年 

〇語彙習得のため、辞書で言葉を調べる活動を取り入れ語彙を増やす。 

〇朝学習などで、本を読む活動を日常的に取り入れる。 

６年 
〇漢字の反復練習や、授業でのノートの書き取り等、書く機会を増やす。 

〇正誤に関わらず、自分の考えを文章で書こうとしている児童の努力を

認めて部分点をつける。 

７年 
〇新出語句の意味を理解して短文を作成したり、学んだ表現を生かして

感想や意見などを書いたりする活動を行う。 

〇文章を読む活動を多く取り入れる。 

８年 
〇授業や課題において、学んだ漢字を使って文章を書く機会を多く設け

る。文章から必要な情報を取り出す練習をする。 
９年 

〇７・８年時に学習したことを適宜振り返り、短い文章を書く活動を取り

入れる。 

〇言葉の言い換えや短文づくりなどを通して語彙を増やす活動を単元ご

とに取り入れる。 

 

５ 次年度の数値目標 

２年 
〇目標値にできる限り近づける。７０％の正答率を目指す。 

３年 
〇基礎、活用ともに向上させる。基礎は正答率 7 割、応用は正答率５割を

目指す 

４年 
〇「書くこと」の領域で目標値に近付けるようにする。また、無回答の割合

を、２割程度を目標とする。 
５年 

〇基礎・基本を目指して、定着具合を図ることができるように工夫する。 

〇「知識・技能」「思考・判断・表現」を目標値に近づくように指導していく。 

６年 
〇「漢字を書く」「文章を書く」の問題において無回答の割合を１割程度減

少させることを目標とする。 
７年 

〇「言葉の特徴や使い方に関する事項」の校内平均値が目標値を上回る

ようにする。また、「書くこと」の領域の正答率を上げる。 

８年 
〇「漢字を書くこと」「文章を書くこと」の正答率を１０％程度上昇させ、目

標値に近付ける。 
９年 

〇「書くこと」における目標値を５ポイント以上あげ、区の目標値に近づけ

る。 

 

国 語 科 


